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（１）

名古屋市は全国に誇れる「公私間格差是
正制度」があり、公立と民間の職員の賃金
格差をなくすことで、高い福祉・保育水準
を保障してきました。
しかし介護保険の導入、社会福祉事業法

の改悪と、国が制度の改悪をゴリ押しする
中、名古屋市は２００３年の社会福祉法完全実
施に合わせ、制度の見直しを明言しました。
福祉・保育を切り捨てることしか考えて

いない松原市政では、公私間格差是正制度
の見直し＝廃止です。そうなれば、施設職
員の賃金・労働条件は一気に引き下げら
れ、現在の福祉・保育の質を守ることはで
きません。
福保労は、名古屋市長選挙を公的福祉制

度拡充の取り組みとして位置づけ、公私間
格差是正制の果たしてきた役割を広く訴
え、市民の制度への理解を得るよう全力を
あげて取り組みます。

松原市長から、『学校開放と学童保育の
合体＝トワイライトスクール』と選挙政策
が出されたのは４年前の市長選挙の最中。
それから４年の間に国レベルでは「児童福
祉法改正」があり、不充分ながら学童保育
が国の政策の重要課題に上るまでになりま
した。しかし名古屋市では、「トワイライ
トスクール」には予算をかけるのに、学童
保育には市議会が認めた予算すらつけてい
ません。
私たちの運動で、「学童保育とトワイラ

イトスクールは役割が違う、両方推進」現
市長は言いましたが、実態からすると学童
保育推進の立場にたっているとは思えませ
ん。
市民の声に耳を貸さないトップダウン式

の政策はもうごめん。うの市長誕生のた
め、この春は大いに燃えます。

市市政政をを
かかええるる

２００１年４月５日
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福保労東海地本
書記長 仲野 智

建交労学童保育支部
委員長 角田希代子

公
私
格
差
是
正
を

守
り
豊
か
な
福
祉
を

こ
ど
も
た
ち
に
豊
か
な

放
課
後
を
保
障
し
た
い

公公
的的
福福
祉祉
のの
充充
実実
をを

学学
童童
保保
育育
のの
充充
実実
をを

●
本
名
は
三
本
木
國
善
（
六
七
歳
）
●
大
検
合
格

後
東
京
大
学
へ
。
●
大
隈
鋳
造
（
株
）
に
入
社
、

そ
の
後
、
旭
サ
ナ
ッ
ク
（
株
）
専
務
取
締
役
に
。

○
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
カ
ト
リ
ッ
ク
布

池
教
会
信
徒
会
長
、
現
在
は
名
古
屋
教
区
信
徒
協

議
会
副
会
長

ここ
のの
人人
なな
らら

まま
かか
せせ
らら
れれ
るる

骨
身
を
惜
し
ま
ず
仕
事
を
し
、

倒
産
寸
前
の
二
つ
の
関
連
会
社
を

再
建
さ
せ
る
な
ど
、
そ
の
経
営
手

腕
は
た
め
さ
れ
ず
み
で
す
。

市
民
集
会
で
う
の
さ
ん
は
、
破

産
寸
前
の
名
古
屋
市
の
財
政
状
況

を
「
行
政
改
革
を
や
る
に
し
て

も
、
最
低
限
絶
対
必
要
な
タ
ン
パ

ク
質
や
ビ
タ
ミ
ン
、
つ
ま
り
市
民

生
活
に
直
結
す
る
予
算
は
、
財
政

が
逼
迫
し
て
も
増
や
す
。
ぜ
い
肉

の
淡
水
化
物
や
脂
肪
に
相
当
す
る

大
型
公
共
事
業
は
、
思
い
切
っ
て

カ
ッ
ト
す
べ
き
」
と
提
言
。
参
加

者
も
納
得
。

愛 労 連

愛知県労働組合総連合
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税税
金金
のの

市市
民民
にに
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しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
街
を

ム
ダ
使
い

や
め
て

うのていを
４月２２日はいよいよ名古屋市長選挙。「市民が主人公の名
古屋」をつくるチャンスです。この市長選挙に「市民自治・
名古屋の会」から、うの ていをさんが出馬表明をされまし
た。大型公共事業を見直し税金の使い方を市民本位にするた
めにみんなで力をあわせ、うの市長を誕生させましょう。

あなたの一票が４年間の名古屋市政を
決めます。棄権しないで。

４月２２日は名古屋市長選挙です

選挙に行こう�

愛愛
労労
連連
幹幹
事事
会会
アア
ピピ
ーー
ルル

名
古
屋
市
長
選
挙
を
全
力
で

第９５号

さ
ん
で

四
月
二
二
日
は
名
古
屋
市
長

選
挙
で
す
。
こ
の
市
長
選
挙

に
、
う
の

て
い
を
さ
ん
が
市

民
の
代
表
と
し
て
出
馬
さ
れ
ま

す
。う

の
さ
ん
は
、
市
民
の
市
長

候
補
を
つ
く
ろ
う
と
、
み
ん
な

の
先
頭
に
立
っ
て
奮
闘
さ
れ
た

「
愛
と
希
望
の
市
民
自
治
を
つ

く
る
会
」
の
代
表
で
、
出
馬
に

あ
た
っ
て
革
新
市
政
の
会
と
選

挙
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
候
補

者
の
擁
立
が
遅
れ
ま
し
た
が
、

残
さ
れ
た
期
間
全
力
で
た
た
か

い
、
「
市
民
不
在
」
「
オ
ー
ル

与
党
・
相
乗
り
」
の
松
原
市
政

を
転
換
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん

愛
労
連
は
こ
の
四
年
間
、
革

新
市
政
の
会
の
一
員
と
し
て
、

介
護
保
険
の
充
実
を
求
め
て
自

治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
県
と
名
古

屋
市
の
補
助
金
カ
ッ
ト
反
対
の

運
動
、
医
療
・
福
祉
制
度
改
悪

に
反
対
す
る
障
害
者
と
の
共
同

行
動
、
万
博
で
の
直
接
請
求
運

動
や
県
知
事
選
挙
な
ど
県
・
市

民
と
の
共
同
を
発
展
の
さ
せ
な

が
ら
要
求
実
現
の
運
動
に
全
力

を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん

い
ま
国
と
地
方
の
税
金
の
使

い
方
に
国
民
の
怒
り
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
国
と
愛
知
県
に
無

条
件
で
追
随
す
る
松
原
市
政

は
、
市
民
の
願
い
に
反
し
、
く

ら
し
・
福
祉
・
教
育
の
予
算
を

削
る
一
方
で
、
万
博
・
新
空
港

・
徳
山
ダ
ム
な
ど
大
型
開
発
事

業
を
優
先
す
る
市
政
運
営
を
強

行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

市
の
借
金
は
三
兆
三
千
億
円

（
二
〇
〇
一
年
度
末
）
、
市
民

一
人
あ
た
り
一
五
三
万
円
に
も

な
り
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

松
原
市
長
は
、
さ
ら
に
借
金
を

重
ね
る
新
年
度
予
算
を
強
行
し

ま
し
た
。

愛
労
連
は
名
古
屋
市
が
「
税

金
を
万
博
・
新
空
港
や
徳
山
ダ

ム
に
使
う
こ
と
の
是
非
を
問

う
」
直
接
請
求
署
名
運
動
を
と

り
く
ん
で
き
ま
し
た
が
、
一
部

の
良
識
あ
る
議
員
の
賛
成
に
も

関
わ
ら
ず
、
松
原
市
長
と
オ
ー

ル
与
党
勢
力
は
八
万
二
千
余
の

市
民
の
思
い
を
否
決
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん

自
然
と
環
境
破
壊
の
松
原
市

政
か
ら
、
か
っ
て
本
山
市
長
と

い
っ
し
ょ
に
「
福
祉
日
本
一
と

い
わ
れ
た
名
古
屋
」
を
つ
く
っ

た
よ
う
に
、
今
度
は

う
の

て
い
を
さ
ん
の
勝
利
で
「
市
民

こ
そ
主
人
公
の
市
政
」
を
実
現

し
ま
し
ょ
う
。

二
〇
〇
一
年
三
月
二
八
日

愛
労
連
幹
事
会

３月１９日市民の
願いがつまった

「税金を万博、
新空港や徳

山ダムに使うこ
とのぜひを問う

」直接請求署名
を手渡す市

民投票を実現す
る会の代表。３

月２６日松原市政
とオール与

党は、充分な審
議もせずに否決

。

名
古
屋

名名古古屋屋

市市長長選選
４４月月２２２２日日



大幅賃上げ・雇用確保�

通信労組・医労連など

中京病院のストライキ突入集会（玄関前）
看護婦増員の訴えには患者さんも激励

愛愛知知春春闘闘共共闘闘２２００００１１春春闘闘・・回回答答状状況況

通信労組は２ヵ所でスト突入集会と宣伝行動
国公の仲間も激励の宣伝を

ストライキで決起

３．１５全国統一行動

２００１年４月５日

２
０
０
１
国
民
春
闘
の
最
大

の
山
場
で
あ
る
三
・
一
五
全
国

統
一
行
動
日
に
は
、
超
低
額
回

答
に
対
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど

抗
議
の
行
動
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。通

信
労
組
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

ベ
ア
ゼ
ロ
に
対
し
一
九
名
の
全

組
合
員
が
始
業
二
時
間
の
ス
ト

に
突
入
、
医
労
連
で
は
、
南
医

療
生
協
が
三
時
間
・
名
南
会
が

二
時
間
・
中
京
病
院
が
一
時
間

の
ス
ト
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
で
は
Ｉ
Ｂ

Ｍ
が
五
分
ス
ト
、
建
交
労
で
は

東
海
鉄
道
本
部
が
美
濃
太
田
駅

で
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
夕
方
か
ら
名
古
屋
市

中
区
の
久
屋
広
場
で
行
わ
れ
た

「
２
０
０
１
年
国
民
春
闘
・
名

古
屋
市
長
選
挙
勝
利
３
・
１５
愛

知
総
決
起
集
会
」
に
は
一
〇
〇

〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
集
会

に
は
、
名
古
屋
市
長
選
挙
立
候

補
予
定
の
う
の
て
い
を
さ
ん

（
市
民
自
治
の
会
・
名
古
屋
）

も
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
集
会
後

参
加
者
は
、
伏
見
交
差
点
ま
で

春
闘
勝
利
・
名
古
屋
市
長
選
挙

勝
利
元
気
良
く
訴
え
て
デ
モ
行

進
し
ま
し
た
。

喜びの４人の女性（左から２人目が長谷川さん）

はじめてのパート懇談会

愛 労 連

小学校教師
上村 和範

一
人
ひ
と
り
が
大
切

に
さ
れ
る
教
育
を

泣泣ききねねいいりりははししなないい�
服部セイコー
の女性４ 人

３０
人
学
級
実
現

「
あ
ん
な
騒
が
し
い
ク
ラ
ス

で
、
勉
強
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
ん

で
す
か
」
父
母
の
不
安
な
声
や

子
ど
も
た
ち
の
荒
れ
た
様
子

に
、
心
痛
ま
な
い
教
師
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
現
場
の
苦
悩
に

比
べ
、
名
古
屋
市
の
教
育
行
政

の
怠
慢
は
ひ
ど
い
も
の
で
す
。

教
員
の
新
規
採
用
数
の
減
少

で
、
職
場
の
高
齢
化
が
顕
著
と

な
っ
て
い
ま
す
。
よ
う
や
く

「
三
〇
人
学
級
」
を
始
め
る
と

い
う
の
で
期
待
も
あ
り
ま
し
た

が
、
小
学
校
一
年
生
の
一
部
に

と
ど
め
、
正
教
員
で
は
な
く
非

常
勤
講
師
の
配
置
だ
と
い
う
の

で
す
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
三
二

年
間
、
音
楽
の
専
科
教
員
な
ど

一
〇
〇
名
が
削
減
さ
れ
ま
し

た
。
長
期
欠
席
の
子
ど
も
た
ち

は
、
一
〇
年
前
の
一
八
三
二
人

か
ら
三
六
三
六
人（
小
中
学
校
）

に
倍
加
し
、市
の
教
育
予
算
は

一
〇
七
一
億
円
か
ら
八
四
七
億

円
へ
大
幅
に
削
ら
れ
ま
し
た
。

現
市
長
へ
の
失
望
は
急
速
に
職

員
室
に
広
が
り
、「
こ
ん
な
人
支

持
で
き
な
い
」
と
女
性
教
員
が

語
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
と
教
育
の
た
め
に
市

政
を
今
す
ぐ
変
え
な
く
て
は
、

ど
れ
ほ
ど
多
く
の
苦
し
み
や
犠

牲
が
放
置
さ
れ
、
ま
た
新
た
に

生
ま
れ
る
の
か
。
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

尾
中
地
区
労
連
と
新
婦
人
春

日
井
支
部
が
、
三
月
十
一
日
、

パ
ー
ト
問
題
で
の
懇
談
会
を
春

日
井
市
内
の
レ
リ
ィ
ヤ
ン
春
日

井
で
お
こ
な
い
ま
し
た
。

尾
中
地
区
労
連
の
平
田
事
務

局
長
か
ら
、
パ
ー
ト
で
も
労
基

法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
や
権
利

を
勝
ち
取
る
と
る
に
は
、
団
結

す
る
こ
と
が
必
要
な
ど
、
「
パ

ー
ト
労
働
者
の
要
求
と
権
利
」

に
つ
い
て
、
愛
知
共
済
会
専
務

理
事
の
河
井
さ
ん
か
ら
、
共
済

会
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
交

流
し
ま
し
た
。

新
婦
人
の
会
員
の
中
で
も
パ

ー
ト
で
働
き
に
出
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
。
取

り
組
ん
で
い
る
パ
ー
ト

実
態
調
査
と
合
わ
せ
て

引
き
続
き
懇
談
を
す
す

め
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

地
域
労
連
で
の
パ
ー

ト
懇
談
会
の
開
催
は
、

今
回
初
め
て
の
取
り
組

み
で
す
。

国
立
大
学
病
院
で
は
注
射

や
点
滴
の
際
な
ど
、
看
護
婦

・
士
の
九
三
・
四
％
が
ミ
ス

・
ニ
ア
ミ
ス
を
経
験
し
た
と

い
い
ま
す
。
「
ひ
や
り
」
と

す
る
ニ
ア
ミ
ス
は
航
空
機
だ

け
で
は
な
さ
そ
う
。

全
国
大
学
高
専
教
職
員
組

合
（
全
大
教
）
病
院
協
議
会

の
調
査
で
わ
か
っ
た
も
の

（
全
国
の
国
立
大
学
の
看
護

職
員
約
五
千
人
が
回
答
）
。

九
四
％
が
「
毎
日
の
業
務
で

ゆ
と
り
が
な
い
」
と
い
い
、

六
割
が
「
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る

こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
の
で

す
か
ら
、
対
策
は
一
刻
の
猶

予
も
な
い
は
ず
で
す
が
…
。

雇用確保かちとる

新新
婦婦
人人
春春
日日
井井
支支
部部
とと

尾尾
中中
地地
区区
労労
連連

第９５号

パパ
ーー
トト
問問
題題
でで
懇懇
談談

名古屋市職労病院支部
書記長 高見幸次

患
者
が
安
心
で
き
る

行
き
届
い
た
医
療
を

（２）

看
護
婦
の
増
員
を

労
働
会
館
東
館
建
設
に
と
も
な
い
、
愛
労
連
事
務

所
が
移
転
し
ま
す
。

新
事
務
所
は

労
働
会
館
東
館
３
階
で
す
。

事
業
開
始
は
４
月
２７
日
か
ら
。

新
住
所
／
〒
４
５
６
―
０
０
０
６

名
古
屋
市
熱
田
区
沢
下
町
９
番
７
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
変
更
あ
り
ま
せ
ん

四
年
前
の
市
長
選
挙
で
は
、

看
護
婦
増
員
が
困
難
な
状
況
を

運
動
で
打
開
し
て
き
ま
し
た
。

今
度
の
市
長
選
挙
で
は
、
四

年
前
の
運
動
の
上
に
立
っ
て
、

引
き
続
き
看
護
婦
増
員
と
、
あ

ら
た
に
自
治
体
病
院
の
使
命
で

あ
る
救
急
医
療
体
制
の
充
実

や
、
市
立
病
院
の
再
編
成
で
の

医
療
水
準
の
低
下
の
問
題
、
医

療
制
度
の
改
悪
反
対
の
立
場
に

立
っ
て
、
四
年
前
以
上
に
、
市

内
全
域
で
白
衣
の
行
動
を
四
月

二
一
日
ま
で
行
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
土
曜
日
、
日
曜

日
を
中
心
に
、
栄
、
名
古
屋
駅

前
、
金
山
駅
前
、
Ｊ
リ
ー
グ
会

場
の
瑞
穂
競
技
場
な
ど
、
五
〇

名
か
ら
七
〇
名
前
後
で
の
宣
伝

行
動
を
九
回
。
市
内
全
域
を
五

病
院
で
分
担
し
、
夕
方
、
週
一

回
の
宣
伝
行
動
。
病
院
前
宣

伝
、
周
辺
宣
伝
を
月
四
回
か
ら

五
回
程
度
。
参
加
者
は
全
員
白

衣
を
着
て
、
運
動
を
す
す
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
医
療

労
働
者
に
も
支
援
を
依
頼
し
、

絶
対
こ
の
名
古
屋
か
ら
、
流
れ

を
変
え
る
決
意
で
、
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

金
融
・
商
社
な
ど
企
業
合
併

や
リ
ス
ト
ラ
が
相
次
ぐ
中
、
不

当
な
人
員
削
減
か
ら
身
を
守
ろ

う
と
「
リ
ス
ト
ラ
に
負
け
な
い

シ
ン
ポ
と
交
流
集
会
」
が
三
月

二
七
日
に
名
古
屋
市
中
区
で
開

か
れ
ま
し
た
。

交
流
の
中
で
、
リ
ス
ト
ラ
を

く
い
と
め
た
服
部
セ
イ
コ
ー
の

女
性
社
員
の
発
言
が
、
参
加
者

に
勇
気
を
与
え
ま
し
た
。

突突
然然
のの
通通
告告

長
谷
川
さ
ん
ら
組
合
員
は
、

二
月
始
め
に
人
事
部
長
か
ら
突

然
呼
び
出
さ
れ
、
「
四
月
か
ら

五
つ
の
事
業
所
の
内
三
つ
を
閉

鎖
す
る
。
辞
め
る
か
、
東
京
転

勤
。
そ
れ
が
イ
ヤ
な
ら
半
年
間

の
自
宅
待
期
後
、
ク
ビ
」
と
通

告
さ
れ
て
ビ
ッ
ク
リ
！

弁
護

士
と
相
談
。
す
ぐ
に
労
働
組
合

へ
申
し
入
れ
ま
し
た
が
、
組
合

は
「
個
人
的
な
問
題
」
と
い
っ

て
対
応
を
し
て
く
ま
せ
ん
で
し

た
。
組
合
に
対
応
を
せ
ま
り
な

が
ら
、
全
労
連
・
全
国
一
般
に

も
相
談
。

働
き
続
け
た
い
五
人
が
個
人

名
で
会
社
に
、
�
セ
イ
コ
ー
グ

ル
ー
プ
で
働
き
続
け
る
た
め
の

雇
用
確
保
、
�
退
職
優
遇
措
置

の
延
長
で
申
し
入
れ
、
交
渉
を

お
こ
な
っ
た
結
果
、
八
月
に
新

た
に
開
く
一
宮
の
事
業
所
に
雇

用
確
保
を
約
束
さ
せ
ま
し
た
。

女
性
た
ち
の
「
泣
き
寝
入
り

は
し
な
い
」
と
い
う
た
た
か
い

が
勝
利
を
呼
び
込
み
ま
し
た
。

今
後
、
細
か
い
点
で
の
確
認

事
項
が
あ
る
も
の
の
雇
用
確
保

と
い
う
第
一
第
段
階
は
勝
利
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

回答額

１２，４４９
１１，７７５
１１，７００

１１，２７０
１０，２７３
１０，１９１
１０，０５０
９，９５８
７，９００

次回答

第３次
第１次
第１次

第１次
第１次
第１次
第１次
第１次
第１次

組 合

朝 日 新 聞
法 研 中 部
日本ＩＢＭ
（名古屋）
川本製作所
名古屋放送
全 音 楽 譜
共 同 通 信
光 村 図 書
毎 日 新 聞
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３．１５総決起集会
（久屋広場）
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